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この動画の目的

協会では、皆様の職場で

eラーニングを活用していただくことで、

学びの場の時間的・空間的制約をなくし

・多様な職場内教育づくりの支援

・OJTの時間を増やすことが出来る学習環境デザイン
の支援

・教材作成等の負担軽減

に寄与したいと考え、この動画講座を作成しています。
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今回の動画で得られるメリット

◆ 動画教材やOJTなどうまく組み合わせたeラーニングの
方法がわかる。

◆ 手間のかからない動画作りや、コンテンツ作成の作り
方がわかる。

◆ 共有する仕組みの作り方が分かる。

◆ 環境を整える観点が身につく。

◆ 学習者の参加意欲や主体性を高める視点が身につく。
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やり方
（行動）

あり方
（意識）× ＝ 成果
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オンラインzoom研修を
成功させるための17の視点

（オンライン研修の成功法則）

〜2⽇間の研修をzoomでやり切って⾒えてきたこと〜

ナビーゲーター：志村智彦

2020年4月の緊急事態宣言より、
オンライン・リモート教育化のお手伝いをしております。
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なぜ、eラーニングが必要なのか？

コロナ禍でオンライン学習スタイルが普及、一般化

4

集合しないでも学べることがわかり、可能性が広がった

同期学習 非同期学習
講師と学習者が同
じ時間にアクセス/
リモート研修

学習者が好きな時間
にアクセス/
動画視聴

新しい学び方を効果的に取り入れることで

学習提供の効率化/学習者の負担軽減につながる
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一方、教育のオンライン化（リモート化）で見えてきたこと

「集合研修・教育をそのままオンライン化して
も成り立たない。」という実感

»動画にしただけでは見ない

»学習取得できているかわからない

»オンライン（リモート）に向くもの・向かないものがある

»集中力が持たない

»巻き込みづらい（反応がわからない）
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教育の目的

6

教育の目的とは何か？

職場のあるべき姿を実現するための

意識と行動の変容

学習設計の構造を分解し
eラーニングでも行動変容を促せるように

学びを再構築する
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そもそもeラーニングとは
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オンラインを活用した学習方式

動画教材の配信
（録画）・・・非同期（ライブ配信）・・・同期

双方向のコミュニケーションができる研修
（リアルタイム）・・・同期

学習習得を図るウェブテスト
（ウェブ上）・・・非同期(システム)

多くの人がこのイメージ
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学習習得には、「考える学習」と「行動する学習」

感じる
イメージする
ひらめく

身体感覚
図形認識
空間把握
芸術性
創造性

話す・書く

言葉・会話
記憶
分析的
合理的
論理的
計算

左脳
思考・論理

右脳
知覚・感性

知識の学習
Off the Job training

体験・体得を伴う学習
On the Job training
アイデアや改善を伴う教育
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オンライン学習でできることは何か？

知識習得(Off-JT) スキル体得(OJT)

オンラインで可能
テストで習得度もわかる

運
転
免
許
取
得
'
例
)

学
習
習
得

オンライン講習
ウェブ動画(YouTube、eラーニング)

討議・発表・アイデア出し
講師からのフィードバック

概念や知識を習得する 実践・訓練を通して技術を身につける

研修の場合、オンラインで
可能な部分もある

研修の目的は行動変容。行動変容は2つの学習が必要
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eラーニングのメリット
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学習者のメリット
1：いつでもどこからでも参加できる。

（離れた職場・育児中等の職員も参加できる。）

2：自分のペースで参加できる
3：テストを活用すれば、理解度が把握できる
4：振り返り学習することができる

組織のメリット
1：最新の情報を一律に提供できる
2：動画のノウハウを蓄積することができる
3：撮影した動画を教材につかえる
4：システムを使えば、進捗を管理できる
5：印刷の手間が減る



copyright 2021 公益社団法人 日本理学療法士協会

eラーニングのデメリット
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学習者
1：学習意欲が持続しにくい
2：質疑などの、その場で問題解決できない
3：参加者同士の交流ができない
4：体験・実習・実演などを通した技術体得がしにくい

会社側
1：学習作成や動画等などの手間・コストが生じる
2：やりっぱなしになってしまう可能性がある
3：実技を伴う科目には向きにくい
4：データからしか学習者の状況がわからない
5：参加者の通信環境が整っているかわからない



copyright 2021 公益社団法人 日本理学療法士協会

これからは学習設計をブレンドして考える
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オンライン・リモート学習

①動画教材の配信
（録画・リアルタイム）・・・非同期・同期

②双方向のコミュニケーションができる研修
（リアルタイム）・・・同期

③学習習得を図るウェブテスト
（ウェブ上）・・・非同期(システム)

集合学習 OJT

④実技・実演
演習など

⑤職場での実践
の中で

フィードバック
を通し成長促進

これからはハイブリット型で学びを設計する時代になる
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1：学習意欲を高める学習設計

2：集中力を高め、手間のかからない動画コンテンツ
の作り方

3：共有する仕組みを整える

4：通信環境を整える
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eラーニングに向けた4つの方向性

これらの課題を解決していきます



eラーニングで職場教育を効率化する方法

①学習意欲を高める学習設計

ナビゲーター

志コンサルティング株式会社

代表取締役 志村智彦

もし何かこの順番になっている理由がある
のでしたらご教示いただきたいです。
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学習習得の5段階
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知る
↓
わかる
↓
行う
↓
できる
↓

分かち合う

知る・わかっただけで
は結果に繋がらない

現場での実践
フィードバック

ノウハウ共有が
一番の学びになる

・理解度テストをする
・レポートにまとめる

・実演、実践
ケーススタディ

・OJT

・発表、プレゼン
・意見共有
・自らが先生になる
（動画を作ってみる）

・講義・研修
・読書
・動画を見る

成果がでる
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講師の動画 60分

動画を見せるだけがeラーニングではない

量が多すぎて見られない
飽きてしまう
学習者の意欲でばらつき

原則：人は動画を15分以上、集中して見れない

機能しづらい eラーニング

定例ミー
ティング

事前
動画
学習
15分

事前
動画
学習
15分

事前
動画
学習
15分

テスト

OJT

定例ミー
ティング

OJT

定例ミー
ティング

OJT

感想発表

分解して、実践＆振り返りを通して学習するスタイルも可能に

感想発表 感想発表

プレ
ゼン



copyright 2021 公益社団法人 日本理学療法士協会 17

動画視聴と研修を混ぜてやるのも効果的

受講者
同士の
討議

講師の動画

15分以内

リモート研修（or集合研修）事前学習

受講者の
プレゼン

質疑
応答

事後学習

オンライ
ン

確認テス
ト

事前学習とリモート研修（集合）がセットになると
より効果的になる

演習

30分〜60分（時間は自由に設計）
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集合研修を分解し、学習をeラーニングに再定義する
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集合研修の構造 集合研修で得られる価値 オンライン化

①講義 知識・概念の習得 YouTubeや動画教材で自主学習・
事前学習できる。

②グループ討議
（シェア）

概念の応用化
実行への落とし込み
アイデア出し
抱えている問題や疑問の解決

Zoom・teams等のブレイクアウト
セッションが使える
チャット機能を使う

③プレゼン・
実技・演習

技術の習得
振り返りによる気づき
受講者同士の関係構築

発表などはzoom/teams
等で行える。体を動かすような実
習はオンラインだと制限をされる。

④フィードバック 技術の習得
振り返りによる気づき
抱えている問題や疑問の解決

全体フィードバックはzoom・teams
等の事前のアンケート機能やチャッ
トから収集したコメントを使って対
応できる。

⑤研修以外の時間
（前後・休憩・懇親会）

講師との関係づくり
受講者同士の人脈形成

講師と個別相談を設ける
会議の冒頭5分ほど、最近の仕事
以外の近況報告などする。（余白
の会話）

⑥宿題や定例報告 振り返りによる気づき 事後学習の設計
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学びを確実に定着させるためには？

◆動画視聴した後、行動計画を考えてもらう。

»アクションのレビュー（振り返り）を行う/AAR

◆視聴した内容を、自分の言葉でまとめ、発表する機会を
設ける。学習者同士の意見で自分ごとにする

◆視聴した内容を、他の人に説明できるようにする

◆学びと人事評価を紐づける

19



eラーニングで職場教育を効率化する方法

②集中力を高めて、手間のかからない
動画コンテンツの作り方

ナビゲーター

志コンサルティング株式会社

代表取締役 志村智彦
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ポイント

動画はハードルが高そう？

21

難しく考えず、

まず、1作品を作ってみましょう

スマホのカメラで撮影・編集・投稿でき

それでも高いクオリティが出せる時代です
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集中力の高めて、手間のかからない動画コンテンツ

原則：人は動画を15分以上、集中して見れない

①動画の時間 ：10分〜15分
②話すスピード ：普段よりやや早め
③テンション ：元気に、明るく（電話のテンション）

④資料 ：パワポ投影もあり、顔が映る方が良い

いま、1時間の講義を集合でやっている場合は、
4回分にして、撮影をしてみましょう。
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映像化のポイントと注意点
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• 実際より、表情が暗く、テンションが低く見える

• テレビ・映像は、3割増し

• ボディランゲージと論理的な話し方がより求められる

• カメラに向かって話す

• 照明と音声に気を付ける

逆光に注意
照明を使うと
くっきり

ダメなケース 良いケース
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動画を簡単に撮影する方法

◆ 1：研修をスマホ・デジカメで撮影をして、そのまま
システム(社内ネットワーク、eラーニングシステム、
YouTube）に公開する。

24

・ホワイトボードに板書して配信する
・モニタにパワポなどを表示して配
信する
・セミナーを行っているものを加工し
た配信する
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動画を簡単に撮影する方法

◆ 2：zoomの録画機能を活用して、内容を撮影。そ
の動画をシステムにアップする

25

録画機能を活用して、
簡単に映像をつくる方法を
ご紹介します。
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zoomの録画機能で動画をつくる (zoom)

26

◆動画作成のスキルがなくても、zoomの録画機能を使えば
簡単に動画を作成できる。

◆一人でzoomにログイン。最新版のzoomにする。

◆画面の共有で、資料を掲示して録画。
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録画を終了すると

このようなファイルができるため、このファイルに名前を振っておく。

27

編集が必要ない場合、社内のシステムや、eラーニングの
システム。YouTube（限定公開）などにアップロードするこ
とで事前学習ツールとして使用できるようになる。
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「レコーディングを開始」
で撮影が始まります。

録画されたデータは
「レコーディング」という
ファイルに保存されます。

teamsの録画機能で動画をつくる
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映像と音声のチェックを

◆撮影する前に、音声と動画がきちんと録音をさ
れているかチェックして、録画しましょう。

◆人の顔が出ている方が、より集中力が増します。
パワポだけでなく、講師は顔出しをしましょう

29
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動画作成のポイント

まずはいくつか作り、

苦手意識をなくし、

作りながら、精度を高める。

30
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上級者編：画面上に自分が登場する機能
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画面の共有 → 上部の「詳細」をクリック →バーチャル背景としてのスライドを選択

使う資料を読み込む

うまく画像を抜くためにはグリーンバックを活用してみる
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さらに上級者向け：背景をつける

32

背景スライド
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①グリーンバックの背景を用意する ②パワーポイントを作成する

③パワポを書き出す

ファイル→エクスポート→ファイル
形式（JPEG/PNG）→すべてのス
ライドの保存 幅1200に設定

一旦、画像として保存する。

さらに上級者向け：背景をつける
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④違うパワーポイントを立ち上げ、使いたい画像（無料画像）をとってきて、背景に置く
③で出力したパワポの画像データを貼り付ける

スライドマスタに設定しておくと便利

④背景画像を入れる

画像化したパワポ
貼り付ける

さらに上級者向け：背景をつける
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⑤前のパワーポイントに、③で作ったJPG/PNG画像のパワポを貼り付けていく。

さらに上級者向け：背景をつける
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使う資料を読み込む

⑥資料が作成できたら、保存する。
画面の共有 → 上部の「詳細」をクリック
→バーチャル背景としてのスライドを選択

⑦録画ボタンを押して、一人で撮影を開始。
⑧録画が終わったら録画ボタンを終了
⑨会議の終了を押すとzoomが動画を作成してくれる。

さらに上級者向け：背景をつける
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おまけ：グリーンバックでも、背景がうまく抜けない場合

37

ビデオの設定→背景とフィルタ →グリーンスクリーンがあります。
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おまけ：サムネールを作ってみよう

◆動画をつくるだけでなく、サムネールも重要です。

サムネールとは、YouTubeでおなじみの表紙です。

38

社内向けにもサムネールがあるとみた
いと思えるので、作ってみてください。

・パワーポイントで作成することも可能
です。（右側の絵はパワポで作成）

・サムネール・デザインができるCANVA
という無料ページもあります。

ポイント：話す人が写っている。内容がすぐにわかる。

1920×1080
のサイズでつくります。
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eラーニングの仕組みを整える

◆eラーニングはどんなシステムを使えばよいか？

»組織規模によって、運用の仕方は使い方は異なる。

◆これから始める組織は無料のツールを活用するのもよい。

◆マイクロソフト365を活用している組織は、streamという

社内用YouTubeのようなアプリを使用するのも可。

40

YouTube(限定公開)

動画をアップする アンケートやテストをつくる

Microsoft Stream

動画をアップする アンケートやテストをつくる

注：
限定公開はURLが
流出すると拡散する
可能性もある
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eラーニングの仕組みを整える

41

◆自社内の職員用サイトに動画をまとめてアップすること
も可能

◆eラーニングに特化したLMS（学習管理システム/ Learning 

Management System ）を活用することで、動画、テキスト、テス
ト、受講状況の確認等を確認できるサービスを導入する
ことも可能。

動画が多くなると、コンテンツの検索性や情報の整理
が重要になる。規模が大きいとセキュリティ面も検討
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LMS（学習管理システム）の一例

42

受講者：
情報を整理してまとめることができる 研修担当者：

受講状況が見える
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LMSのサービス

◆LMSのシステムはたくさんあります。

◆値段も、安いものから高いものまであり、組織の規模に
よって値段がかわります。

◆お手頃の価格のものは、前ページのLearnO

◆LMSで検索するとたくさんのサービスが出てきます。

◆医療関係者向け：セーフティ・プラス

43
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様々なツールがあるため、自社にあった検討を

◆まず、システムありきではなく、自社の環境に則した形で、
できるように運用の仕方を考えてみてください。

◆動画やコンテンツなどは、運用する方法は作りながら検
討するのが良いのではないかと思います。

44

ハードルは低く始める



eラーニングで職場教育を効率化する方法

④通信環境を整える

ナビゲーター

志コンサルティング株式会社

代表取締役 志村智彦
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受講環境を整える

46

オンライン・リモート学習

①動画教材の配信
（録画・リアルタイム）・・・非同期・同期

②双方向のコミュニケーションができる研修
（リアルタイム）・・・同期

③学習習得を図るウェブテスト
（ウェブ上）・・・非同期(システム)

社内外からもアクセスできるか？
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在宅からの学習環境づくりチェックリスト

チェック

通信速度に関して
（在宅の場合）

□十分な速度のある回線であるか？
□携帯の方は、容量制限などないかを確認
□会社から通信のサポートがあるのか？（レンタルwifi）

PC等について □PCはあるか？スマホからの受講か？
□PCの処理速度は十分なものか？
□カメラ機能やマイクは用意してあるか？
□ちゃんと音や映像が見えているか？

会議システムについて □zoom/teams等にアクセスできるか？
□zoom/teams等をダウンロードできているか？
□会社のセキュリティ上、自宅からアクセスできるか？

自宅の環境
（在宅受講の場合）

□講義に集中できる環境があるか？
□同居人がいる場合、協力してもらえるか？

会社での受講の場合 □会議室を借りれるか？
□会議室以外の集中できる環境が整備できるのか？
□1台のPCから何名が参加できるか？

47



効果的なeラーニングの活用方法

まとめ

ナビゲーター

志コンサルティング株式会社

代表取締役 志村智彦
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最後に

49

教育の目的とは何か？

職場のあるべき姿を実現するための

意識と行動の変容

学習設計の構造を分解し
eラーニングでも行動変容を促せるように

学びを再構築する
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教育は目的に基づいて

50

なぜ、それを学ぶ必要があるのか？（理念・目的）
→各組織の目的・ビジョン/職業観・人生観

どうやって学ぶのか？（方法）
→ eラーニング/集合研修

何を学ぶのか？（科目）
→研修カリキュラム

サイモン・シネック
（ゴールデンルール）



copyright 2021 公益社団法人 日本理学療法士協会

学ぶ意識を高めるためには？

51

職業観・人生観

理想像・目指す姿

仕事・人生の目標

計画

日々の

実務

目的

何のために、誰のために、私はこの仕事をするのか？
そして、どのような成長をし、人の役に立ちたいのか？



eラーニングで職場教育を
効率化する方法

ナビゲーター

志コンサルティング株式会社

代表取締役 志村智彦

52


